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50 [111 聖子 Jx 
まざまな仕方で、変奏、 il~IJ討され、この 1111 を実質的に ìl:fiíたしている。 ωこの1でほかにそうしたモチーフは
見当たらないc 主題変符にIV<]しでは、第三主題がモチーフ cの変符形 (cv)であること、捉ノJ卜N、)寸一部i
くる終i布料結:j足消If古1主tづj盟担もやはりモチ一フ Cの変存1形I巳予 (化cvv叫) でで、あることをここでで、i椛治絞~f認認しておきたいと j忠ι う O
ちなみにDömlingはとくに第三主題や終結 ;~II は設定せずに、第二ì:J涯の提示のあとから次に211二 u躍が
あらわれる筒所までの177/J、節1¥jをすべて「第一 Uillの展開Jとしてる。 DahlhausとSearlは"Allegr、o
energico" (T.205-) カミら"Andantesostenuto"までを rll~開 {flIJ と角宇和1している。わたしカミにtn三 Uill
のtji! ;j-~が終わるところから、いかにも脱出部l!ftlの高二楽がはじまるのであるが、そこから}民間部としたので





第二主題による提示)"11) のーやf[の í~l~認な I I} JY~ となっている。そこにはリストの白楽に特徴的な喰ecitativo"
があらわれ、古楽の述続した流れはさえぎられて、散文的、即興nせな総式が優勢となる。印!手突の下fi~"( 






























n'~某擦となる。このFis“ Durは、 t識である iトMol l/H “Durの 51主 i二の iiJM にほかならな p。 前述のように
何時現読むにおいて主制がh-Mollから H-Durへと変化する lI~i点で、 Fis-Dudまさかのぼってソナタ形式にお
けるMU次前(第二主題の制)の地位を得る。コーダで、AndanteJ:)坦が(第一部で、のFis-Durから)トトDur
でj1}lJlされるとき、本米の第二u呂 (Grandioso主題)とならんで、この LI担はMtt!illとしての機能を栄





百')-':1二組 第ー 一主題 第三主題 Andante主題





h-Moll H…Dur H一Dur H-Dur 「エピソード J のすぐ lìíJ に Wl~
かれた部分 (T.319-) は、モチーフcによるパスのオスティナートの Lで、モチー フ bが拡大されて奏され
る。その12小節にわたる部分は、総体的にみてひとつの平日夜で、lhめられている。それは、パスの日白(モ
チーフ cのIijI"{反復される仰の 1-に、それと'1三奇でぶつかる減七平Ilr'){(A-C-Dis平is) が屯なった干11"'
である。その減仁の平日吉は、有子のモチーフ bのM1:JJの2 を手11守+Jけする平1IMl: (したがってこのMtガの
2 訂を構成~:(として合んだ干1I 1"N)としてはじまり、少し IIIJ を ilせいてアルペジオによって 2ji í l強制され、左
手のオスティナートの日 白へのl文京とともにそのまま同定化する。そしてこのように長く縦続してそのま
ま抑止してしまう不協和な持きから、次のFisωDurの山現を予感することはむずかしい。実際には、ちう





52 {ij 野 iJ<.と
hる。
沿初の先取りは、「提示部Jの第二主題の提示の!祭におこなわれる。提示された第二主題 (D心ur) は、






































































































づくものであり、 tij起だけで奇楽1'Fl'fI'l がlHUq1~で、きるはずもな L、。標題(:jZJな解釈で肝要なことは、深入りす
ることなく必要な場合はすばやく身を引くことであろう。
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1 1本研究では、ゲーテの?ファウストjは、手塚'1iX1t:f訳による1I公文JilI版 (3巻、 1974/75)を用いた。
12.ここでは柴田朔のファウスト解釈をふまえている。柴田湖.ゲーテ「ファウストJを読む (告波
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